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四
月
九
日
に
行
わ
れ
た
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
で
当
選
し
た
新
議
員
三
十
七
名
は
、

五
月
一
日
に
初
登
庁
し
て
全
員
協
議
会
で

初
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
長
崎
幸
太
郎
知
事

か
ら
挨
拶
を
受
け
た
後
、
臨
時
会
の
告
示

依
頼
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
日
の
臨
時
会
で
は
、
各
議
員

の
議
席
指
定
を
行
っ
た
後
、
正
副
議
長

の
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に

水
岸
富
美
男
氏（
自
由
民
主
党
・
開
の
国
）、

副
議
長
に
清
水
喜
美
男
氏
（
未
来
や
ま
な

し
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
知

事
提
案
の
令
和
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
や
卯
月
政
人
氏
、
宮
本
秀
憲
氏
（
い
ず

れ
も
自
由
民
主
党
・
開
の
国
）
の
監
査
委

員
の
選
任
な
ど
七
案
件
を
可
決
、
承
認
、

同
意
し
ま
し
た
。

。
　

県
議
会
は
、
令
和
五
年
六
月
定
例
会

を
、
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で

の
十
七
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
長
崎
幸
太
郎
知
事
が
二

期
目
の
本
格
的
政
策
予
算
と
な
る
令
和
五

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
提
案

理
由
を
説
明
。
公
約
の
実
現
に
向
け
、
本

県
が
目
指
す
べ
き
姿
を
「
県
民
一
人
ひ
と

り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」

と
し
、
豊
か
さ
を
量
、
質
、
面
で
築
い
て

い
く
と
表
明
、
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
県

政
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
新
た

な
総
合
計
画
で
は
、「
ふ
る
さ
と
強
靱
化
」

と
「
開
の
国
づ
く
り
」
と
い
う
二
つ
の
方

向
性
を
基
に
、
県
民
の
み
な
ら
ず
県
内
外

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
創
す
る
豊
か

さ
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、
県
民
に

示
し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

知
事
の
説
明
を
受
け
て
六
月
二

十
三
日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、

二
十
八
日
の
四
日
間
、
代
表
・
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
詳
報
は
二
面
）

　

六
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
七
月
三
日
及

び
六
日
に
は
総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業

観
光
、
土
木
森
林
環
境
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
議
案
や
所
管
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。（
詳
報
は
三
面
）

　

定
例
会
最
終
日
の
七
月
六
日
の
本
会
議

で
は
、
議
員
提
案
の
国
に
対
し
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求

め
る
意
見
書
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
山
梨
県
に

招
致
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
決
議
や
総
額

五
百
七
億
二
千
九
百
八
十
三
万
二
千
円
の

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十
五
案
件
を

可
決
、
答
申
、
同
意
し
ま
し
た
。

五
月
臨
時
会
の
概
要

六
月
定
例
会
の
概
要

令和５年５月１日 初登庁日 県議会議事堂前

　

こ
の
た
び
、
五
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
御
推
挙

に
よ
り
、
第
百
三
十
二
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会

へ
の
移
行
や
物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る
な
ど
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
、
複
雑
多
岐
に
わ

た
る
喫
緊
の
諸
課
題
に
対

し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
施

策
を
実
現
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
県
議

会
は
、
活
発
な
議
会
活
動

を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
様
の
多
様
な
意
見
を
踏
ま
え
た
議
論
を
重
ね
、

本
県
の
未
来
を
見
据
え
た
議
決
機
関
と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
も
、
歴
代
の
議
長
が
積
み
上
げ
て
き
た
本
県
議
会
の
歴
史
と
伝

統
を
守
り
つ
つ
、
民
主
的
で
公
正
・
公
平
な
議
会
運
営
を
行
う
と
と

も
に
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
民
福
祉
の
向
上
と
更
な
る
県
政
の
発
展
に
向
け
、

力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
所
存
で
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
に
は
、

な
お
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

水
岸
富
美
男
議
長 

略
歴

都
留
市
議
会
議
員
、平
成
二
十
五
年
十
月
県
議
会
議
員
初
当
選
、以
来
四
期
連
続
当
選
。

県
議
会
総
務
委
員
長
、県
監
査
委
員
を
歴
任
。

都
留
市
境
一
二
五
　
五
十
九
歳

　

第
百
三
十
二
代
議
長

民
主
的
で
公
正
・
公
平
な
議
会
運
営
に
尽
力

清
水
喜
美
男
副
議
長 

略
歴

平
成
二
十
七
年
四
月
県

議
会
議
員
初
当
選
、以

降
三
期
連
続
当
選
。

県
議
会
農
政
産
業
観
光

委
員
長
等
歴
任
。

甲
斐
市
竜
王
新
町
二
五
―
一

七
十
五
歳

水岸富美男議長

新
盆
の
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
に
つ
い
て

　

新
盆
の
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
粛
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
県
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

山
梨
県
議
会
議
員
一
同

　

五
月
臨
時
会
で
は
、副
議
長
に
清
水
喜
美
男

氏（
未
来
や
ま
な
し
、甲
斐
市
選
挙
区
）を
新

た
に
選
出
し
ま
し
た
。
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６月定例県議会では、６月23日、26日、27日、28日の４日間にわたり、代表、一般各質問を行いました。
各議員の質問項目は次のとおりです。

県議会では、公式facebookで議会活動の情報を発信しています。ぜひご覧ください。https://www.facebook.com/yamanashi.kengikai公式 Facebook で情報発信しています。

主な議案に対する各会派の賛否

議案の名称
議
決
結
果

自
由
民
主
党
・
開
の
国

自
由
民
主
党
新
緑
の
会

未
来
や
ま
な
し

自

由

民

主

党

日

本

共

産

党

公

明

党

リ
ベ
ラ
ル
山
梨

や
ま
な
し
県
民
会
議

自
民
党
信
明
会

え

が

お

夢

無

所

属

知事提出議案

第56号（	令和５年度山梨県一般会
計補正予算（第３号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第58号
（	令和５年度山梨県市町村

振興資金特別会計補正予
算（第１号））

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案

第13号
（	第86回国民スポーツ大会

及び第31回全国障害者ス
ポーツ大会の招致に関す
る決議）

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他
の
議
案
を
含
め
た

議
員
別
の
賛
否
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
代
表
質
問

●	

県
政
運
営
の
考
え
方

●	

肝
炎
対
策

●	

ふ
る
さ
と
強
靭
化
の
推
進

●	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

人
口
減
少
対
策

●	

山
梨
県
立
大
学
へ
の
子
ど
も
家
庭
福
祉
の
大
学
院
の
設
置

●	

県
有
林
の
有
効
利
用
及
び
高
度
活
用

●	

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
の
更
な
る
推
進

●	

令
和
十
四
年
の
開
催
を
目
指
す
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

●	

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

本
県
農
業
の
振
興

●	

中
部
横
断
自
動
車
道
長
坂
以
北
の
早
期
事
業
化

●	
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

●	
少
人
数
教
育
の
推
進

●	

不
妊
に
悩
む
方
々
へ
の
支
援

●	

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

●	

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
の
開
設
に
向
け
た
検
討

●	

職
員
採
用
と
育
成

●	

首
都
圏
と
の
交
通
強
靱
化

●	

先
進
的
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
取
り
組
み

●	

消
防
用
設
備
等
の
点
検

●	

人
と
動
物
の
共
生
社
会
の
推
進

●	

ひ
き
こ
も
り
支
援

●	

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携

●	

子
ど
も
支
援
委
員
会

自
由
民
主
党
・
開
の
国
　
浅
川 

力
三

自
由
民
主
党
新
緑
の
会　

臼
井 

友
基

●	

Ｄ
Ｘ
の
推
進

●	

富
士
山
登
山
鉄
道

●	

ベ
ト
ナ
ム
、
ク
ア
ン
ビ
ン
省
と
の
友
好
県
省
締
結
に
向
け

た
取
り
組
み

●	

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
利
便
性
向
上

●	

医
療
人
材
の
確
保

●	

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

生
物
多
様
性
に
係
る
県
の
取
り
組
み

●	

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援

●	

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
推
進
計
画
の
実
績

と
静
岡
県
と
の
連
携

●	

地
場
産
業
の
維
持
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

中
小
企
業
の
賃
上
げ
支
援

●	

総
合
球
技
場
の
建
設

●	

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
整
備

●	

今
後
の
学
校
の
働
き
方
改
革

未
来
や
ま
な
し
　
土
橋 

　
亨

可
決
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

・	

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
等
中
改
正
の
件

・
山
梨
県
県
税
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
区
域
に
お
け
る
県
税
の

	

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・
山
梨
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
中
改
正
の
件

・
山
梨
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・
山
梨
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
中
改
正
の
件

・
令
和
五
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
補
正
予
算

・
令
和
五
年
度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
補
正
予
算

・
令
和
五
年
度
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計
補
正
予
算

・
令
和
五
年
度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計
補
正
予
算

・
令
和
五
年
度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

・
山
梨
県
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

・
山
梨
県
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

・
山
梨
県
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

・
契
約
締
結
の
件

・
動
産
購
入
の
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

・	

加
配
定
数
の
振
り
か
え
に
よ
ら
な
い
小
学
校
三
十
五
人
学
級
の

実
施
、
中
学
校
で
の
三
十
五
人
学
級
の
実
施
、
教
職
員
定
数
改

善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・	

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・	

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

・	

第
八
十
六
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
第
三
十
一
回
全
国

	

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
招
致
に
関
す
る
決
議

採
択
さ
れ
た
請
願

・	

加
配
定
数
の
振
り
か
え
に
よ
ら
な
い
小
学
校
三
十
五
人
学
級
の
実

施
、
中
学
校
で
の
三
十
五
人
学
級
の
実
施
、
教
職
員
定
数
改
善
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

○：賛成　　×：反対

●		

市
町
村
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た

	

取
り
組
み

●		

地
域
で
育
む
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
充
実

●		

公
立
小
学
校
に
お
け
る
教
員
の
確
保

●		

本
県
の
地
場
産
業「
山
梨
ジ
ュエ
リ
ー
」

の
振
興

●		

４
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
推
進

●	

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン
の
取
り
組
み

●	

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の「
未
開
花

症
」へ
の
対
応

●	

デ
ー
タ
農
業
等
の
取
り
組
み

●	

県
道
甲
府
笛
吹
線 

蛍
見
橋
の
整
備

●	

空
き
古
民
家
の
利
活
用

●	

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け
る

指
導
者
の
確
保

●	

や
ま
な
し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
構
想

●	

多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進

●	

自
殺
防
止
対
策

●	

や
ま
な
し
の
森
国
際
交
流
事
業

●	

災
害
廃
棄
物
処
理
の
取
り
組
み

●	

自
然
を
活
用
し
た
観
光
振
興

●	

本
栖
湖
の
レ
イ
ク
ト
ラ
ウ
ト
対
策

●	

河
口
湖
周
辺
に
お
け
る
無
電
柱
化
の

推
進

●	

Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
に
向
け
た
中
学
生
へ

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

●	

路
面
標
示
の
整
備
状
況

●	
物
価
高
騰
・
燃
料
高
騰
対
策

●	

医
療
・
福
祉
の
充
実

●	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
導
入

●	

教
育
費
の
負
担
軽
減

●	

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

●	

知
事
の
掲
げ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●	

山
梨
県
上
空
で
の
米
軍
の
空
中
給
油

●	

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
物
価
高
騰
対
策

●	

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
に
対
す
る

	

補
助
・
助
成

●	

少
子
化
対
策
と
し
て
の
婚
活
支
援
の

推
進

●	

子
ど
も
の
貧
困
に
関
わ
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支
援

●	

県
民
に
広
く
手
話
言
語
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
対
応

●	

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

の
拡
大

●	

女
性
の
ひ
き
こ
も
り

●	

企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
課
題

認
識
と
新
た
な
施
策
へ
の
反
映

●	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
を
見
据

え
た
空
港
の
建
設
検
討

●	

ベ
ト
ナ
ム
と
の
姉
妹
都
市
の
締
結
に

よ
る
国
際
交
流

●	

行
政
機
関
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

●	

手
話
言
語
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み

●	

児
童
相
談
所
に
お
け
る
人
材
確
保

●	

先
端
技
術
に
対
応
し
た
高
等
専
門
学

校（
高
専
）教
育

●	

不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
の
新
た

な
学
び
の
場
の
創
出

●
保
育
環
境
の
充
実

●	

県
道
日
野
春
停
車
場
線
の
整
備

●	

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
推
進

●	

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
人
材
確
保

●	

少
人
数
教
育
の
推
進

●	

県
立
学
校
及
び
公
立
小
中
学
校
に

	

お
け
る
専
門
職
の
短
時
間
勤
務

●	

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●	

地
域
防
災
力
の
充
実
に
向
け
た
消
防

団
員
の
確
保

●	

富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
構
想

●	

富
士
山
火
山
避
難
基
本
計
画
の
策
定

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

●	「
デ
ジ
タ
ル
医
療
立
県
や
ま
な
し
」の

推
進

●	

若
者
の
県
内
就
職
の
促
進

●	

観
光
業
に
お
け
る
人
手
不
足
へ
の
対
応

●	

富
士
山
に
お
け
る
弾
丸
登
山
の
抑
制

と
登
山
者
数
の
適
正
化

●	

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
雪
崩
対
策

●	

富
士
吉
田
市
内
に
お
け
る
小
水
力
発

電
所
の
整
備

●	

救
急
車
の
適
正
利
用
の
推
進

●	

医
師
の
働
き
方
改
革
の
推
進

●	

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

●	

精
神
疾
患
を
抱
え
る
教
員
へ
の
支
援

●	

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た

取
り
組
み

●	

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
の
活
性
化

●	

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
市
町
村
支
援

●	

新
た
な
救
急
医
療
体
制
の
整
備

●	

動
物
の
致
死
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た

	

取
り
組
み

●		

保
育
所
等
の
送
迎
用
バ
ス
の
安
全

管
理

●	

地
域
商
業
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

●	

県
道
甲
府
市
川
三
郷
線
に
お
け
る

	

無
電
柱
化
の
推
進

●	

鎌
田
川
の
維
持
管
理

●	

移
住
定
住
施
策
・
二
拠
点
居
住
の

推
進 　

一
般
質
問

伊
藤 

　
毅

（
自
由
民
主
党

新
緑
の
会
）

中
村 

正
仁

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）

佐
野 

弘
仁

（
公
明
党
）

向
山 

憲
稔

（
自
民
党
信
明
会
）

福
井 

太
一

（
え
が
お
夢
）

白
壁 

賢
一

（
自
由
民
主
党
）

菅
野 

幹
子

（
日
本
共
産
党
）

石
原 

政
信

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）

望
月 

大
輔

（
自
由
民
主
党

新
緑
の
会
）

渡
辺 

淳
也

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）



河西　敏郎

山田　一功

久保田松幸

渡辺　淳也

流石　恭史

臼井　友基

桐原　正仁

古屋　雅夫

　  

岡
島
百
貨
店
跡
地
の
再
開
発
事

業
に
対
す
る
補
助
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　  

再
開
発
を
行
う
民
間
事
業
者
に

補
助
を
行
う
甲
府
市
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
補
助

対
象
は
、
調
査
設
計
費
、
建
築
物

除
却
費
、
共
同
施
設
整
備
費
等
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
を

国
、
民
間
事
業
者
、
地
方
公
共
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
を
負
担

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方
公

共
団
体
が
負
担
す
る
額
の
二
分
の

一
を
限
度
と
し
て
、
今
年
度
は
、

建
物
の
解
体
費
用
や
建
築
設
計
等

に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
。
ま
た
、

現
在
の
建
物
は
老
朽
化
し
、
耐
震

性
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
建
物
を
撤
去
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
震
時
の
倒
壊
に
よ
る
人
的

被
害
の
防
止
、
応
急
活
動
に
資
す

る
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
確
保
な

ど
、
県
民
の
安
全
・
安
心
が
向
上

す
る
。
ま
た
、
優
良
な
建
築
物
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
定
住
人
口

の
増
加
、
快
適
な
都
市
環
境
の
形

成
、
甲
府
城
南
側
エ
リ
ア
の
整
備

と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
の
効

果
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

電
気
自
動
車
等
導
入
促
進
事
業

費
補
助
金

　  

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
ま
た
、

県
と
し
て
、
地
元
と
の
合
意
形
成

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　  

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
化
検
討

費
に
は
、
有
識
者
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費

及
び
技
術
面
や
法
制
度
等
に
つ
い

て
の
課
題
を
検
討
す
る
調
査
委
託

費
、
鉄
道
事
業
の
実
施
に
当
た
り

官
民
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
手

法
を
調
査
検
討
す
る
調
査
検
討
費
、

加
え
て
、
合
意
形
成
や
五
合
目
来

訪
者
へ
の
意
識
調
査
の
実
施
に
要

す
る
経
費
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
す
で
に
知
事
み
ず
か

ら
山
小
屋
組
合
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
こ
の
予
算
案
公
表

と
同
時
に
、
地
元
市
町
村
長
等
に

対
し
て
説
明
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

調
査
の
中
間
報
告
に
基
づ
き
、
説

明
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

地
元
に
対
し
て
丁
寧
で
よ
り
詳
し

い
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

山
梨
県
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

姉
妹
県
州
締
結
五
十
周
年
記
念

事
業
費

・	

Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
デ
ル
実
践

事
業
費

・	

や
ま
な
し
共
生
社
会
推
進
事
業
費

・	

働
き
方
改
革
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
事
業
費

　  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
五

類
に
移
行
し
た
が
、
感
染
症
自
体

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

身
近
な
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

体
制
を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
あ
る
。
県
で
は
、
外
来
対

応
医
療
機
関
の
拡
充
に
向
け
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　  

外
来
対
応
医
療
機
関
の
拡
充

に
向
け
、
県
医
師
会
を
通
じ
て
参

画
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
診
療

し
よ
う
と
す
る
医
療
機
関
に
対
し

て
、
県
の
感
染
症
専
門
家
医
師
が

直
接
医
療
機
関
に
出
向
き
、
感
染

対
策
や
受
入
に
つ
い
て
助
言
す
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
新
た
に
外
来
対
応

を
始
め
る
医
療
機
関
に
対
し
、
補

助
制
度
や
専
門
家
医
師
に
よ
る
支

援
策
を
示
し
な
が
ら
丁
寧
に
説
明

し
、
感
染
拡
大
時
に
あ
っ
て
も
必

要
と
す
る
人
に
必
要
な
医
療
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

山
梨
県
忠
清
北
道
姉
妹
県
道
締
結

三
十
周
年
記
念
青
少
年
交
流
事
業
費

・	

令
和
の
や
ま
な
し
教
育
活
動
推
進

モ
デ
ル
事
業
費
補
助
金

・	

強
度
行
動
障
害
者
支
援
体
制
強

化
事
業
費

・	

新
生
児
聴
覚
検
査
体
制
強
化
事
業
費

　  

本
県
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
ま
た
、
品
目
は
ど
の

よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

　  

ニ
ー
ズ
調
査
は
、
県
内
外
の
主

な
市
場
や
仲
卸
業
者
、
小
売
業
者

等
を
対
象
に
、
本
県
野
菜
の
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
状
況
、
今
後
の
取

り
扱
い
の
意
向
、
見
込
み
、
産
地

に
求
め
る
品
目
や
品
種
に
つ
い
て

調
査
す
る
。
ま
た
、
選
定
す
る
品

目
は
、
生
産
量
が
多
く
、
市
場
出

荷
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
今
後
伸

び
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、

地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
特
産
野

菜
を
考
え
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
、
市
場

関
係
者
、
有
識
者
等
で
構
成
す
る

検
討
会
に
お
い
て
、
品
目
ご
と
に

生
産
の
現
状
や
、
生
産
・
販
売
上

の
課
題
、
担
い
手
の
確
保
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
今
後
、
重
点
的
に

推
進
す
べ
き
品
目
を
選
定
し
て
い

く
。
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
踏
ま

え
る
中
で
、
生
産
者
の
方
々
と
も

連
携
を
図
り
、一
体
と
な
っ
て
「
や

ま
な
し
野
菜
」
の
推
進
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

や
ま
な
し
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
拠
点
整
備
事
業
費

・	

信
玄
公
祭
り
甲
州
軍
団
出
陣
第

五
十
回
開
催
記
念
事
業
費
補
助
金

・	

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
や
ま

な
し
」
推
進
に
関
す
る
予
算

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り（3）　令和5年（2023年）8月6日（日）

議会の傍聴について	  県議会事務局議事調査課（TEL 055-223-1813）までお問い合わせください。

●答

●答

● 問 

教
育
厚
生
委
員
会委

員
長 

臼
井 

友
基

 

土
木
森
林
環
境
委
員
会

委
員
長 

長
澤 

　
健

　

総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業
観
光
、
土
木
森
林
環
境
の
四
常
任
委
員
会
は
、
六
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、

七
月
三
日
、
六
日
に
令
和
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
付
託
議
案
及
び
請
願
に
係
る
審
査
を
行
い
、

七
月
六
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
長
が
審
査
の
内
容
及
び
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

富
士
山
登
山
鉄
道構

想
化
検
討
費

外
来
対
応
医
療
機
関

確
保
事
業
費
補
助
金

や
ま
な
し
野
菜
推
進
事
業
費

市
街
地
再
開
発
事
業
費
補
助
金

●答 ● 問

委員会
リポートリポートリポート

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

委
員
会

● 問●答 ●  問

 

総
務
委
員
会

委
員
長 

桐
原 

正
仁

 

農
政
産
業
観
光
委
員
会

委
員
長 

藤
本 

好
彦

令和５年度の新たな議会運営委員会・各常任委員会の委員会構成が決まりました。 ○は当選回数

総合計画、県民生活、防災、県税、警察などに
関すること

農水産業、産業、電気事業、観光、文化芸術、
スポーツ振興などに関すること

教育、福祉、感染症対策、保健衛生、子育て支援
などに関すること

●取り扱う事項

●取り扱う事項

●取り扱う事項

清水喜美男③
未来やまなし
甲斐市

笠井辰生②
未来やまなし

西八代郡・南巨摩郡

寺田義彦①
自由民主党新緑の会

甲府市

杉山　肇④
自由民主党

都留市・西桂町

大久保俊雄②
自由民主党
笛吹市

古屋雅夫③
未来やまなし
山梨市

河西敏郎⑤
自由民主党・開の国

中央市

浅川力三⑥
自由民主党・開の国

北杜市

久保田松幸④
自由民主党・開の国
南アルプス市

飯島　修④
リベラル山梨
甲府市

名取　泰①
日本共産党
南アルプス市

菅野幹子①
日本共産党
甲府市

山田一功④
自由民主党・開の国

甲斐市

卯月政人③
自由民主党・開の国

大月市

宮本秀憲③
自由民主党・開の国

甲府市

久嶋成美①
無所属

上野原市・北都留郡

渡辺淳也③
自由民主党・開の国
富士吉田市

向山憲稔②
自民党信明会
甲府市

志村直毅②
やまなし県民会議

笛吹市

望月大輔①
自由民主党新緑の会

甲府市

流石恭史②
自由民主党新緑の会

南都留郡

伊藤　毅①
自由民主党新緑の会

甲斐市

農政産業
観光委員会

教育厚生
委員会

土木森林
環境委員会

道路、河川、住宅、林業、環境・エネルギー
などに関すること

●取り扱う事項

土橋　亨⑤
未来やまなし
甲府市

白壁賢一⑤
自由民主党
南都留郡

望月　勝⑤
自由民主党・開の国
西八代郡・南巨摩郡

佐野弘仁②
公明党
甲府市

福井太一①
えがお夢
北杜市

水岸富美男④
自由民主党・開の国
都留市・西桂町

渡辺大喜①
自由民主党新緑の会
富士吉田市

総務委員会 議会運営
委員会

（定数10） （定数8）（定数 9）

（定数 9）（定数 9）

桐原正仁②
自由民主党新緑の会

甲州市

委員長

委員長

副委員長

委　員

臼井友基②
自由民主党新緑の会

甲府市

委員長

石原政信①
自由民主党・開の国

中巨摩郡

副委員長

中村正仁①
自由民主党・開の国

笛吹市

副委員長

藤本好彦②
自由民主党・開の国
南アルプス市

委員長

小沢栄一①
自由民主党新緑の会

韮崎市

副委員長

長澤　健②
自由民主党新緑の会
西八代郡・南巨摩郡

委員長

飯島力男①
自由民主党・開の国

山梨市

副委員長
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や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 令和５年（2023年）8月6日（日）　（4）

　９月定例会は次のとおり開催する予定
です。常任委員会については分散開催を実
施する予定ですので、ぜひ傍聴にお越しく
ださい。

9月定例会の予定

9 月 26 日（火）本会議（開会）
29 日（金）本会議（質疑・質問）

10 月 2 日（月）本会議（質疑・質問）
3 日（火）本会議（質疑・質問）
 4 日（水）本会議（質疑・質問）
5 日（木）常任委員会

 6 日（金）常任委員会
10 日（火）常任委員会
12 日（木）本会議（閉会）

※	現時点での予定であり、今後変更となる
場合があります。

　県議会に関する各種情報を、ホームページから
ご覧いただけます。
　また、本会議の会議録については、県議会ホー
ムページの会議録検索システムのほ
か、県立図書館、最寄りの各地域県
民センター、お住まいの市町村議会
事務局でもご覧いただけます。

ホームページ、会議録をご覧ください

山梨県議会

　

七
月
十
八
日
、
全

国
都
道
府
県
議
会
議

長
会
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
式
典
が
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
県
か
ら
は
、

水
岸
富
美
男
議
長
、

清
水
喜
美
男
副
議
長

と
歴
代
議
長
経
験
者

で
あ
る
、
浅
川
力
三

議
員
、
望
月
勝
議
員
、

河
西
敏
郎
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
で

は
、
交
流
・

誘
客
に
向
け

た
調
査
を
実

施
す
る
た
め
、

七
月
十
一
日

か
ら
十
四
日

ま
で
の
日
程

で
、
本
県
と

姉
妹
都
市
交

流
に
向
け
協

議
を
進
め
て

い
る
ベ
ト
ナ

ム
・
ク
ア
ン

ビ
ン
省
に
議

員
訪
問
団
を

派
遣
し
ま
し

た
。

　

四
月
九
日
に
行
わ
れ
た
県
議
会
議
員
一般
選
挙

で
初
当
選
し
た
議
員
十
二
名
に
対
し
て
、
五
月

二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
新
人
議
員
研
修
会
を
実

施
し
、
県

政
の
現
状

等
に
つ
い
て

理
解
を
深

め
る
と
と

も
に
、
米

倉
山
電
力

貯
蔵
技
術

研
究
サ
イ

ト
や
子
ど

も
の
こ
こ
ろ

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ザ
を

現
地
調
査

し
ま
し
た
。

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典

ベ
ト
ナ
ム
・
ク
ア
ン
ビ
ン
省
を
訪
問

新
人
議
員
研
修
会
を
実
施

米倉山電力貯蔵技術研究サイトの調査

指
定
管
理
施
設
・
出
資
法
人
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委
員
会
を
設
置

　

指
定
管
理
施
設
の
管
理
の
業
務
又
は
経
理
の
状
況
及

び
県
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
を
調
査
す
る

指
定
管
理
施
設
・
出
資
法
人
調
査
特
別
委
員
会
を
七
月

六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
対
象
は
、
四
十
四
の
指
定
管
理
施
設
と
県
が

資
本
金
等
の
四
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
二
十
九

法
人
で
す
。

　

同
委
員
会
は
閉
会
中
も
該
当
施
設
・
法
人
の
審
査
や

現
地
調
査
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
、
そ
の
結
果
を
九
月

定
例
会
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委
員
会
で
は
、本
年
度
も
、県
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

七
月
六
日
に
は
、
議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議

長
会
事
務
局
議
事
調
査
部
長
の
下
田
正
幸
氏
か
ら
御
講

義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
県
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
、
引
き
続
き
、
研
究
及
び
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

指定管理施設・出資法人調査特別委員会

歴史をふり返るパネルの前に立つ
水岸議長と清水副議長

ベトナム・クアンビン省評議会との意見交換会

デジタル化推進委員会

　

六
月
一
日
に
開
催
し
た
山
梨
県
議
会
政
策
立
案
特
別

検
討
会
議
に
お
い
て
、「
地
域
の
医
療
と
介
護
を
守
る
た

め
の
条
例
」
及
び
「
や
ま
な
し
子
供
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
政
策
提
言
」
の
二
項
目
が
政
策
提
言
等
の

対
象
と
す
べ
き
事
項
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
新
た

に
二
つ
の
政
策
案
作
成
等
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

新
た
な
政
策
案
作
成
等
委
員
会
を
設
置

委 員 長 山 田 　 一 功 委 員 長 渡 辺 　 淳 也副 委 員 長 望 月 　 大 輔 副 委 員 長 渡 辺 　 大 喜

委　　 員

浅 川 　 力 三
石 原 　 政 信
中 村 　 正 仁
流 石 　 恭 史

笠 井 　 辰 生
佐 野 　 弘 仁
飯 島 　 　 修
福 井 　 太 一

委　　 員

望 月 　 　 勝
藤 本 　 好 彦
飯 島 　 力 男
臼 井 　 友 基

古 屋 　 雅 夫
大 久 保 俊 雄
菅 野 　 幹 子
久 嶋 　 成 美

地域の医療と介護を守るための条例案作成委員会やまなし子供の貧困対策の推進に関する政策提言案作成委員会

委 員 長 望 月 　 　 勝委 員 長 卯 月 　 政 人

副委員長 臼 井 　 友 基副委員長 長 澤 　 　 健

委　 員

藤 本 　 好 彦
石 原 　 政 信
中 村 　 正 仁
伊 藤 　 　 毅
古 屋 　 雅 夫
名 取 　 　 泰
福 井 　 太 一
久 嶋 　 成 美

委　 員

藤 本 　 好 彦
石 原 　 政 信
中 村 　 正 仁
寺 田 　 義 彦
笠 井 　 辰 生
名 取 　 　 泰
志 村 　 直 毅
向 山 　 憲 稔


